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荒尾市教育委員会 

  



 

 



 

 

令和元年７月 定例教育委員会会議 議事録 

 

1．日  時 令和元年７月２４日（水）１０時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 

 

教育長 浦部 眞 

 
委 員 

 

境  民子 

 
委 員 西尾 直子 

 
委 員 旭田 國浩 

 
委 員 渡邊 義専 

 

 

 

 

   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

前田 偉知雄   

 生涯学習課長 宮脇 浩司 教育審議員 永杉 尚久 

 指導主事 大塚 真史 指導主事 成瀬 典子 

 課長補佐兼学

務係長 

畑山 鉄也 

 

給食センター

所長 

永吉 万寿美 

 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明   

 社会教育係長 馬場 理恵子 スポーツ推進

係長 

前田 恵子 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和元年 7月 24日（水）10時 00分 

              ○会議成立の確認（全員出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名 

1．前回会議録の承認 

2．議案 

 

【議第 26号 荒尾市教育委員会に属する図書及び学校教材等の備品の整理に関する規程の一部

改正について（教育振興課）】 

○事務局報告 

○質疑 

委 員 

事務局 

 

 

委 員 

事務局 

 

 

委 員 

事務局 

 

委 員 

紙ベースでの備品台帳が、データ化されると捉えていいのか。 

はい。既に、本庁は財務会計システムにおいて備品の管理を行っている。今

回、学校備品においても同様にデータ化を行うにあたり、規程の一部を変更

するもの。 

備品をデータ管理することで、ある物をしっかり活用してもらいたい。 

備品をデータにて管理することで、施設にある備品を把握し、効率的かつ確

実に管理することができるようになる。また、事務の軽減にも繋がる。 

今回は、学校事務センターの要望により実施に至ったもの。 

廃校になった学校備品はどのようになったのか。 

まずは、希望する市内小中学校へ移管し、その後、市の公共施設に呼びかけ

移管を行った。 

処分品等があるならば、できるだけ有効活用してもらいたい。 

 

 

【報告第 11号 荒尾市児童生徒のための運動部活動及びスポーツ活動在り方検討会委員の委嘱

について（教育振興課）】 

○事務局報告 

○質問 

各委員 特になし 

 

【報告第 12号 第 74回熊本県民体育祭宇城地域大会について（生涯学習課）】 

○事務局報告 

○質問 

各委員 特になし 

 

 



 

 

 

【その他 ８月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

委 員 

 

事務局 

8月 4日の教育相談は、就学前の子どもが対象となるのか。また、対象と

なる人数は何人くらいか。 

基本的には、今度小・中学校に入学する子が対象となり、今回は 42人が

対象となっている。 

 

【その他 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

 

次回の第８回定例教育委員会会議は 8月 26日（月）14時 00分から開催し

たいと思います。 

異議なし。 

それでは、次回の第８回定例教育委員会は 8月 26日（月）14時 00分から

開催します。 

 

 

教育長    ○閉会宣言 令和元年 7月 24日（水）10時 30分 

閉議 10時 30分  書記 吉村 麗月 

 

※下線部については  

 


